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耐冷・良食味の低アミロース米新品種「山形 84号」の育成
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1 はじめに

低アミロース米は現在,各育成地で新しい品種・系統が

次々に開発されている低アミロース米は,①アミロース含量

が 5～9%の極低アミロースと 10～ 16%の低アミロースの2つ

に大別でき,5～ 9%の米は常時,10～ 16%の米は時により

自く濁る,②梗米に比べて炊飯米は粘りが強く,冷えても硬く

ならず,老化しにくい特徴がある,③栽培との関連では,アミ

ロース含量は高温により低くなり,低温により高くなる傾向に

ある°

山形県立農業試験場庄内支場では,食味の劣りやすい

早生種に低アミロース性を導入し,県内中山間地向けの耐

冷性が強く,優れた食味の系統育成を目指してきた 交配母

本に奥羽 344号 (後のスノーパール),オリジナルの低アミロ

ース遺伝子を持つ庄 1658を使用し,F4世代 (個体選抜)並

びに F6世代 (単独系統)の圃場及び品質選抜後の全個体,

系統について,精米のアミロース含量分析を実施した 2004

年に早生,耐冷,良食味の低アミロース米新品種「山形 84

号」を育成したので,その育成経過及び特性について報告

する

2育成経過及び特性
「山形 84号Jは 1995年 に山形県立農業試験場庄内支場

において,「庄 1658J(蔚培養突然変異由来と考えられる本

県独自の低アミロース系統の後代)を母,「山形 63号」を父と

して人工交配し,その後代から育成した系統である
「山形

63号」は晩生で,短得,良食味の系統で,「キヌヒカリJを母,

耐冷性“極強"の
「はなの舞」を父にした組合せから選抜した

後代である

表1に育成地 (山形県藤島町)における
「山形 84号 Jの生

育・収量を1999年～2003年の 5箇年平均値で示した
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比較品種は,県内の代表的な早生品種「はなの舞Jとした

出穂期は「はなの舞 Jより1日 程度遅い早生で,草型は短存・

中間型に属し,得長は「はなの舞 Jに比べかなり短く(79%),

徳数は並である また,穂の形状は粒着密度が“やや密"で ,

きは無い 「はなの舞」に比較し,収量性は並～やや低く

(96%),玄 米千粒重はlg程度重い(105%)育成地におけ

る食味関連理化学特性では,精米タンパク含量はやや高い

ものの,精米アミロース含量は H4%で 72%も低く,低アミロ

ー‐ス性が明らかに認められる
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出穂後20日 間の平均気温(℃ )

図1 登熟温度とアミロース含量の関係 (1999～ 2003年)

また,「山形 84号」のアミロース含量は,登熟温度 (出穂後

20日 間の平均気温)が 24～ 29℃の範囲では,変動すること

なくほぼ 12%で安定していた これに対し,「スノーパール」

「はなの舞Jのアミロース含量は,登熟温度が高まると低下し
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山形84号の生育 収量(育成地,標 BEl.1999～ 2003年 )
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た (図 1)アミロース含量の変動しやすい品種では,加工用

途に望ましいアミロース含量の米を得るため栽培適地の限定

が必要とされている
°
ものの ,「山形 84号 1はアミロース含量

の年次変動が少なく,一定した含量の米を供給することがで

きる

1山形 84号 Jの特性を表2に示した 短棉であることから,

耐倒伏性 |ま“強",いもち病真性抵抗性遺伝子型は ″ と推

定され,圃場抵抗性は葉いもちが“やや強"であるものの,穂

いもちは“弱"で今後改良を要する大きな弱点である また ,

コンバインの刈取りに支障がないよう全長 55cm以上の確保

が必要である

表2 山形84号の特性 (育成地.標肥,1999～ 2003年 )
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図2現地試験における品種別不稔歩合(2003年 )

表3 食味試験 (育成地,炊飯直後,

品重系経
赫 赫

山形84号  017  042  017  033  000  042*

はなの舞  05い   O ll  -056*  100ホ   042  -082*

基準品種 :場内蔵はえぬき *5ヽ本準で有言であることを示す

力1水i:山形84'は精米tの 12倍 はなの聾は13指

食味は,もち臭力ヽ まとんどなく,「はなの舞」より明ら力ヽ こ優

る評価である 表3に炊飯直後の食味試験の結果を示した

2002年,2003年の 2箇年とも基準米の
「はえぬき」並の総合

評価が得られ,特に,低アミロース米の特徴である粘りは優る

傾向が認められ,2003年産は有意に優る結果となった なお ,

この食味試験の加水量は精米重の 12倍とし,通常の硬米

の 13倍より8%程度少ない水量で炊飯した結果である

3まとめ
「山形 84号 1は早生,低アミロース,耐冷性極強,良食味

の新品種として 2004年から山形県の奨励品種 (認定)に採

用され,山形県の山問部から中山間部に適応し,普及面積

は 500haを 見込んでいる

普及に当たつては,穂しもち圃場抵抗性が覇弓"であること

から,移植時の箱施用斉1使用などいもち病の適期,適正防

除に努める必要がある また,平坦部における晩植栽培,直

播栽培への道応性 ,特に品質面の検討は今後の課題であ

る

4引 用文献

1)堀末登 2000新形質米の育成状況.平成 11年度新形

質米の生産・流通の取組事例集 農林水産技術情報協会 :1
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障害型耐冷性は“極強"で,東北地域の特性比較連絡試

験 (青森県藤坂稲作研究部,岩手県農研センター,福島県

農試)でも耐冷性について高い評価を得ている

さらに,図 2に 2003年度の県内水稲奨励品種決定現地

調査圃における品種別の不稔歩合を示した 地域名と標高

で試験場所を表した.県内では気象条件の厳しい最北地域

でも,標高 170mまでは主力早生品種 (はなの舞,あきたこま

ち)の不稔歩合は 10%程度であつた 「山形 84号 Jの不稔歩

合は,各試験場所で
「はなの舞J「あきたこまち」より低く,特に

低温/Jl間と障害型冷害の危険期とが重なつた中山間地(標

高206m)では,「はなの舞 |で 71%,「あきたこまちJで 51%に

対し,「山形 84号」は23%と耐冷性の強さが実証された さら

に標高の高い山問部 (標高 330m)では低温のため生育が遅

延し,危険期を回避したことから,不稔歩合が中山間部より

低くなつたと考えられ′る

玄米の外観品質は,「はなの舞J並であるものの,低アミロ

ース品種・系統に多く見られる玄米の自濁は少ない特徴があ

る 冷夏となつた 2003年は,ヽ ずヽれの試験でも「山形 84号」

の品質 (1～ 9)は ,「はなの舞J並から1ランク上回つた 但し,

2001,2002年は充実がやや不足し,品質は僅力ヽ こ劣った

また,登熟期が高温で経過しやすい平坦部の試験では,籾

数が過剰傾向となり,乳 自粒,腹 自粒の発生により品質が劣

る傾向がある

-8-


